
エンプティネスト期の住まい方変化（504住戸）

・人が集まるパブリックゾーン(南側リビング等)と、家族が使うプラ
イベートゾーン（北側の個室）がある。

・人が集まりやすく、誰もが安らげる家。

・玄関横にミニ個展ができるようなギャラリー空間がある。

設計：建築環境研究所

夫(56歳)：会社員
妻(52歳)：専業主婦
長男(26歳)：会社員
長女(22歳)：会社員

人が集まりやすく、誰もが安らげる家。
50代夫婦が、子どもがいなくなることを前提に、設計に参加しました。
長男は転勤、長女は結婚により、入居２年でほぼ同時に退去したため、
核家族期とエンプティネスト期の住まい方の比較が可能となりました。

住戸概要（134.64m2）
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[凡例]
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プライベートスペース
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・入居当時は4人家族でしたが、
2年後に子どもが独立し、エンプ
ティネストとなりました。

・入居当初は来客が多く、パブ
リックスペースとプライベートスペー
スを上手く使い分けていました。

・子供が独立し、夫がリタイアする
と、仕事仲間等の来客が減り、
リビングは子ども夫婦等のプライ
ベートな来客と楽しむ場となりま
した。

室用途・プライベートスペースとパブリックスペース
＜入居1年目＞ ＜入居4年目＞

長男寝室

長女寝室

プライベートスペース プライベートスペース

プライベートスペース
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長女寝室

長男寝室 夫婦寝室 妻寝室

夫書斎
夫寝室

茶の間

居間

茶の間

居間

・子供の独立で空間に余裕ができ、
夫婦それぞれの「パーソナル」なス
ペースがあちこちにみられるようにな
りました。

・エンプティネスト期は、プライベー
トな来客や、夫婦が一緒に過ご
せるリビングが大切な空間となり
ました。
・また、一人で過ごせるパーソナル
な空間を確保することが望まれる
ようです。

室用途・行為場所
＜入居1年目＞ ＜入居4年目＞

就寝場所

食事場所

くつろぐ場所

個人作業場所

夫 妻
[凡例]

夫の使う部屋

妻の使う部屋

夫婦の使う部屋
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実験の詳細はこちら

http://www.og-cel.jp/search/__icsFiles/afieldfile/2019/06/10/504.pdf

